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モーニングセミナー
4月 7日（金） 8：00～8：50

モーニングセミナー 1 第 2会場
座長：大牟田市立病院 鳥村 拓司

Aging Gut を Rejuvenation させよう！
演者：京都府立医科大学大学院医学研究科生体免疫栄養学講座

内藤 裕二（ないとう ゆうじ）
共催 ビオフェルミン製薬株式会社/大正製薬株式会社

モーニングセミナー 2 第 6会場
座長：札幌医科大学医学部消化器内科学講座 仲瀬 裕志

日本発のクローン病治療T2Tストラテジー
～腸管クローン病患者への治療強化の基準は何か？～

演者：東京慈恵会医科大学内科学講座消化器・肝臓内科
猿田 雅之（さるた まさゆき）
共催 アッヴィ合同会社

モーニングセミナー 3 第 8会場
座長：五島中央病院 竹島 史直

テーマ：就労世代患者さんのよりよい診療を目指して
はたらく世代の潰瘍性大腸炎治療 ―治療と社会生活の両立を考える―

演者：北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター
小林 拓（こばやし たく）

共催 ヤンセンファーマ株式会社/田辺三菱製薬株式会社

モーニングセミナー 4 第 9会場
座長：湘南東部クリニック/公益財団法人ウイルス肝炎研究財団

市田 隆文
痛のトータルケア～がん性 痛と神経障害性 痛～

演者：長崎大学病院麻酔科・緩和ケアセンター 石井 浩二（いしい こうじ）
共催 第一三共株式会社



148 日本消化器病学会雑誌 第120巻 臨時増刊号

ス
ポ
ン
サ
ー
ド

セ
ミ
ナ
ー

モーニングセミナー 5 第 10 会場
座長：佐賀大学医学部附属病院消化器内科 江﨑 幹宏

テーマ：潰瘍性大腸炎治療多様化時代における基準薬の重要性
演者：自治医科大学附属さいたま医療センター消化器内科

松本 吏弘（まつもと さとひろ）
演者：東京山手メディカルセンター炎症性腸疾患センター

深田 雅之（ふかた まさゆき）
共催 杏林製薬株式会社

モーニングセミナー 6 第 11 会場
座長：大阪警察病院/消化器外科 水島 恒和

テーマ：短腸症候群治療の最前線～新薬登場による変化～
短腸症候群患者のストーマケアの現状とレベスティブ導入後の変化

演者：JCHO東京山手メディカルセンター看護部 積 美保子（せき みほこ）
短腸症候群患者へのレベスティブの使用経験～患者さん・ご家族の日常生活の変化～

演者：JCHO東京山手メディカルセンター炎症性腸疾患内科
酒匂美奈子（さこう みなこ）

共催 武田薬品工業株式会社

4 月 8日（土） 8：00～8：50

モーニングセミナー 7 第 2会場
座長：関西医科大学内科学第三講座 長沼 誠

バイオマーカーが IBD診療にもたらすベネフィット―診断からモニタリングまで―
演者：東京女子医科大学消化器病センター消化器内科

大森 鉄平（おおもり てっぺい）
共催 サーモフィッシャーダイアグノスティックス株式会社

モーニングセミナー 8 第 7会場
座長：関西電力病院/京都大学名誉教授 千葉 勉

腸内細菌と臓器連関からみた炎症性腸疾患
演者：慶應義塾大学医学部内科学（消化器） 金井 隆典（かない たかのり）

共催 ミヤリサン製薬株式会社
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モーニングセミナー 9 第 8会場
座長：愛知医科大学肝胆膵内科 米田 政志

NAFLD治療の現状と今後の期待
演者：東京女子医科大学消化器内科 小木曽智美（こぎそ ともみ）

「多臓器疾患NAFLD」～肝臓専門医がなすべきこととは？～
演者：佐賀大学医学部附属病院肝疾患センター 高橋 宏和（たかはし ひろかず）

共催 住友ファーマ株式会社/東レ株式会社

モーニングセミナー 10 第 9 会場
座長：独立行政法人国立病院機構災害医療センター 植竹 宏之

大腸癌治療 up-to-date 最適な治療戦略は何か？
演者：国立がん研究センター東病院大腸外科 安藤 幸滋（あんどう こうじ）

共催 サノフィ株式会社
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ランチョンセミナー
4月 6日（木） 12：30～13：20

ランチョンセミナー 1 第 1会場
座長：杏林大学医学部消化器内科学 久松 理一

臨床試験から読み解く，スキリージへの期待
演者：東邦大学医療センター佐倉病院消化器内科

松岡 克善（まつおか かつよし）
共催 アッヴィ合同会社

ランチョンセミナー 2 第 2会場
座長：慶應義塾大学医学部内科学（消化器） 金井 隆典

Improvement of treatment persistence in Ulcerative Colitis
演者：北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター

小林 拓（こばやし たく）
共催 武田薬品工業株式会社ジャパンメディカルオフィス

ランチョンセミナー 3 第 3会場
座長：大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 竹原 徹郎

未来への挑戦～C型肝炎根治時代の残された課題～
演者：熊本大学大学院生命科学研究部生体機能病態学分野消化器内科学講座

田中 靖人（たなか やすひと）
共催 ギリアド・サイエンシズ株式会社

ランチョンセミナー 4 第 4会場
座長：周南記念病院名誉院長 沖田 極

進行肝細胞癌に対する複合免疫療法の治療戦略～Rationale と Real world evidence に基づいて～
演者：大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 小玉 尚宏（こだま たかひろ）

肝細胞癌の薬物治療における最新トピックス～複合免疫療法時代の最適な治療戦略を考える～
演者：近畿大学医学部消化器内科学教室 工藤 正俊（くどう まさとし）

共催 中外製薬株式会社

ランチョンセミナー 5 第 5会場
座長：札幌医科大学医学部消化器内科学講座 仲瀬 裕志

IBD診療におけるUnmet Needs と Next Gate
演者：兵庫医科大学消化器内科学講座・炎症性腸疾患センター

渡辺 憲治（わたなべ けんじ）
共催 日本化薬株式会社
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ランチョンセミナー 6 第 6会場
座長：京都府立医科大学大学院医学研究科消化器外科学

大辻 英吾
テーマ：チーム医療が見せる新たな未来
現代のがん化学療法に求められるチーム医療

演者：社会医療法人財団慈泉会相澤病院がん集学治療センター/化学療法科
中村 将人（なかむら まさと）

がん患者さん，ご家族に“食”がもたらす意味
演者：社会医療法人財団慈泉会相澤病院がん集学治療センター看護科

上條 佳子（かみじょう よしこ）
共催 小野薬品工業株式会社

ランチョンセミナー 7 第 7会場
座長：東北大学大学院医学系研究科消化器病態学分野 正宗 淳

上部消化管症状と膵疾患の関連性
演者：日本医科大学消化器内科学/日本医科大学武蔵小杉病院消化器内科

二神 生爾（ふたがみ せいじ）
共催 ヴィアトリス製薬株式会社

ランチョンセミナー 8 第 8会場
座長：東京女子医科大学消化器内科 徳重 克年

どうするNAFLD診療におけるNITの活用：炎症，線維化，予後，治療効果の判定
演者：愛知医科大学肝胆膵内科 角田 圭雄（すみだ よしお）

共催 株式会社特殊免疫研究所

ランチョンセミナー 9 第 9会場
座長：国際医療福祉大学医学部消化器内科学 正岡 建洋

慢性便秘症の最新の治療戦略～シーボルト来日から 200 年・ガラパゴス化した便秘治療からの脱
却～

演者：横浜市立大学大学院医学研究科肝胆膵消化器病学教室
中島 淳（なかじま あつし）

共催 EAファーマ株式会社/持田製薬株式会社

ランチョンセミナー 10 第 10 会場
座長：兵庫県立がんセンター消化器内科 津田 政広

消化器医師が覚えておきたい胃癌薬物療法の“コツ”
演者：埼玉県立がんセンター消化器内科 原 浩樹（はら ひろき）

共催 ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社/小野薬品工業株式会社
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ランチョンセミナー 11 第 11 会場
座長：岩手医科大学附属病院内科学講座消化器内科消化管分野

松本 主之
炎症性腸疾患と血清亜鉛の関係

演者：名古屋大学医学部附属病院光学医療診療部 澤田つな騎（さわだ つなき）
小児思春期 IBDにおける低亜鉛血症の現状

演者：久留米大学医学部小児科学講座 水落 建輝（みずおち たつき）
共催 ノーベルファーマ株式会社/株式会社メディパルホールディングス

4 月 7日（金） 12：30～13：20

ランチョンセミナー 12 第 1 会場
座長：東京慈恵会医科大学内科学講座消化器・肝臓内科

猿田 雅之
潰瘍性大腸炎治療の新潮流とリンヴォックへの期待

演者：兵庫医科大学医学部消化器内科学講座
新﨑信一郎（しんざき しんいちろう）

共催 アッヴィ合同会社

ランチョンセミナー 13 第 2 会場
座長：川崎医科大学総合医療センター 春間 賢

（仮）ボノプラザン安全性情報
演者：国立国際医療研究センター病院消化器内科

秋山 純一（あきやま じゅんいち）
共催 武田薬品工業株式会社/大塚製薬株式会社

ランチョンセミナー 14 第 3 会場
座長：大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 小玉 尚宏

がん免疫療法におけるCTLA-4 ブロックの意義
演者：岡山大学学術研究院医歯薬学域腫瘍微小環境学分野

冨樫 庸介（とがし ようすけ）
免疫療法時代における切除不能肝細胞癌の治療戦略
～STRIDEレジメンがもたらす新たな臨床意義～

演者：大阪大学大学院医学系研究科消化器内科学 小玉 尚宏（こだま たかひろ）
共催 アストラゼネカ株式会社

ランチョンセミナー 15 第 4 会場
座長：奈良県立医科大学消化器内科学講座（消化器・代謝内科）

𠮷治 仁志
HBV診療の課題と対策～最近のエビデンスから見えるもの～

演者：日本赤十字社武蔵野赤十字病院 黒崎 雅之（くろさき まさゆき）
共催 ギリアド・サイエンシズ株式会社
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ランチョンセミナー 16 第 5 会場
座長：滋賀医科大学内科学講座（消化器内科） 安藤 朗

テーマ：クローン病の病態を再考する
クローン病の病態からみた内科的治療の最前線

演者：大阪医科薬科大学第 2内科 中村 志郎（なかむら しろう）
共催 田辺三菱製薬株式会社

ランチョンセミナー 17 第 6 会場
座長：東北大学大学院医学系研究科心療内科学分野 福土 審

Aging Gut 2023 加齢と腸管上皮機能
演者：東北大学名誉教授 本郷 道夫（ほんごう みちお）

共催 ヴィアトリス製薬株式会社

ランチョンセミナー 18 第 7 会場
座長：北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター

小林 拓
明日からの診療に役立つ潰瘍性大腸炎治療のコツ

演者：東邦大学医療センター佐倉病院消化器内科
松岡 克善（まつおか かつよし）
共催 持田製薬株式会社

ランチョンセミナー 19 第 8 会場
座長：国立がん研究センター中央病院 奥坂 拓志

膵がん診療に遺伝子関連検査をどう生かすか
演者：大阪国際がんセンター肝胆膵内科 池澤 賢治（いけざわ けんじ）

共催 ミリアド・ジェネティクス合同会社

ランチョンセミナー 20 第 9 会場
座長：徳島大学病院消化器内科 高山 哲治

テーマ：最新内視鏡を用いたスクリーニングから診断～エキスパートがコツを伝授！～
咽喉頭・食道がんはこう診る時代～新型内視鏡はこう使う！～

演者：京都大学医学部附属病院腫瘍内科 堅田 親利（かただ ちかとし）
除菌後胃癌に立ち向かうテクニック～診るを極める～

演者：日本赤十字社高知赤十字病院消化器内科 内多 訓久（うちた くにひさ）
共催 オリンパスマーケティング株式会社



154 日本消化器病学会雑誌 第120巻 臨時増刊号

ス
ポ
ン
サ
ー
ド

セ
ミ
ナ
ー

ランチョンセミナー 21 第 10 会場
座長：北海道大学大学院医学研究院消化器内科学教室 坂本 直哉

テーマ：肝硬変のトータルマネジメント
肝硬変ガイドラインAnnual Review 2023：不顕性肝性脳症

演者：久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門
川口 巧（かわぐち たくみ）
共催 あすか製薬株式会社

ランチョンセミナー 22 第 11 会場
座長：社会医療法人同仁会周南記念病院 日野 啓輔

テーマ：肝硬変診療のトータルマネジメント
肝硬変診療―サルコペニア診療の重要性―

演者：愛媛県立中央病院消化器内科 平岡 淳（ひらおか あつし）
アルコール性肝障害に対する飲酒量低減治療

演者：奈良県立医科大学消化器内科学講座 浪崎 正（なみさき ただし）
共催 大塚製薬株式会社

4 月 8日（土） 12：10～13：00

ランチョンセミナー 23 第 1 会場
座長：東京慈恵会医科大学名誉教授 田尻 久雄

テーマ：AI が変える未来の内視鏡診療
演者：日本医科大学消化器内科学 貝瀬 満（かいせ みつる）
演者：がん研究会有明病院上部消化管内科 平澤 俊明（ひらさわ としあき）
特別発言：東京大学医学部附属病院消化器内科 藤城 光弘（ふじしろ みつひろ）

共催 株式会社AI メディカルサービス

ランチョンセミナー 24 第 2 会場
座長：福岡大学医学部消化器内科学講座 平井 郁仁

テーマ：長期寛解維持を見据えた治療戦略
潰瘍性大腸炎に対する維持療法の変遷

演者：関西医科大学内科学第三講座 長沼 誠（ながぬま まこと）
潰瘍性大腸炎に対するVDZの長期寛解維持への期待 ～より効果的な適応について考える～

演者：大阪医科薬科大学第二内科 中村 志郎（なかむら しろう）
共催 武田薬品工業株式会社
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ランチョンセミナー 25 第 3 会場
座長：大阪大学大学院医学系研究科外科系臨床医学専攻外科学講座

消化器外科学 江口 英利
切除不能胆道癌の新たな一次治療～イミフィンジ＋GC療法の適正使用～

演者：京都大学大学院医学研究科腫瘍薬物治療学 金井 雅史（かない まさし）
共催 アストラゼネカ株式会社

ランチョンセミナー 26 第 4 会場
座長：佐賀大学医学部内科学講座 江﨑 幹宏

潰瘍性大腸炎診療における新規薬剤フィルゴチニブのポテンシャル
演者：東京慈恵会医科大学消化器・肝臓内科 猿田 雅之（さるた まさゆき）

共催 ギリアド・サイエンシズ株式会社/EAファーマ株式会社

ランチョンセミナー 27 第 5 会場
座長：東京医科大学臨床医学系消化器内科学分野 糸井 隆夫

久留米大学病院消化器内科 岡部 義信
テーマ：胆膵内視鏡治療Up to date
Therapeutic ERCP の最前線

演者：長崎大学病院消化器内科 小澤 栄介（おざわ えいすけ）
Interventional EUS の最前線

演者：東京医科大学臨床医学系消化器内科学分野
松波 幸寿（まつなみ ゆきとし）

共催 ガデリウス・メディカル株式会社

ランチョンセミナー 28 第 7 会場
座長：東京医科歯科大学 渡邉 守

潰瘍性大腸炎治療薬の今後の展望
演者：杏林大学医学部消化器内科学 久松 理一（ひさまつ ただかず）

共催 持田製薬株式会社

ランチョンセミナー 29 第 8 会場
座長：国際医療福祉大学医学部 藤本 一眞

高齢者に考慮した慢性便秘症の治療戦略
演者：川崎医科大学検査診断学（内視鏡・超音波） 眞部 紀明（まなべ のりあき）

共催 アステラス製薬株式会社
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ランチョンセミナー 30 第 9 会場
座長：滋賀医科大学内科学講座消化器内科 安藤 朗

テーマ：消化器疾患の新時代～Microbiome と KAMPO～
KAMPOとMicrobiome 最前線～KAMPOが腸内細菌を変える，腸内細菌がKAMPOを変える～

演者：京都府立医科大学大学院医学研究科生体免疫栄養学講座
内藤 裕二（ないとう ゆうじ）

腸内細菌叢の最新トピックスと漢方・大建中湯の役割
演者：理化学研究所生命医科学研究センター粘膜システム研究チーム

大野 博司（おおの ひろし）
共催 株式会社ツムラ

ランチョンセミナー 31 第 10 会場
座長：聖マリア病院消化器内科炎症性腸疾患センター 光山 慶一

増え続ける潰瘍性大腸炎治療薬の選択～SDMをどう行っていくか～
演者：北里大学医学部消化器内科学 横山 薫（よこやま かおる）

潰瘍性大腸炎治療におけるBio/JAK-I のポジショニング～ゼルヤンツⓇの best use を含めて～
演者：埼玉医科大学消化管内科 都築 義和（つづき よしかず）

共催 ファイザー株式会社

ランチョンセミナー 32 第 11 会場
座長：新百合ヶ丘病院 國分 茂博

消化器病専門医が知っておくべき「PoPH診療の Point」～PORTICO試験と示唆に富む自験例か
ら得られた知見～

演者：山口大学大学院医学系研究科消化器内科 石川 剛（いしかわ つよし）
共催 ヤンセンファーマ株式会社
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イブニングセミナー
4月 6日（木） 17：10～18：00

イブニングセミナー 1 第 6会場
座長：国家公務員共済組合連合会虎の門病院 熊田 博光

テーマ：肝疾患Up To Date～C型肝炎，MAFLD，肝癌を中心に～
MAFLDから肝疾患を考える：SVR後肝がんを含めて

演者：久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門
川口 巧（かわぐち たくみ）

新規肝細胞癌腫瘍マーカーラミニンγ2単鎖測定の意義
演者：金沢大学医薬保健研究域医学系消化器内科学

山下 太郎（やました たろう）
共催 アッヴィ合同会社

イブニングセミナー 2 第 8会場
座長：島根大学医学部内科学講座（内科学第二） 石原 俊治

テーマ：潰瘍性大腸炎の新たな治療戦略～経口α4インテグリン阻害剤の役割～
軽症・中等症の潰瘍性大腸炎に対する治療の現状

演者：福岡大学筑紫病院消化器内科 久部 高司（ひさべ たかし）
令和 4年度治療指針改訂を踏まえた経口α4インテグリン阻害剤の位置づけ

演者：関西医科大学内科学第三講座 長沼 誠（ながぬま まこと）
共催 EAファーマ株式会社/キッセイ薬品工業株式会社

4 月 7日（金） 17：20～18：10

イブニングセミナー 3 第 4会場
座長：山形大学医学部内科学第二（消化器内科学）講座 上野 義之

肝内胆管癌におけるがんゲノム診断と分子標的治療をどう進めるか
演者：三重大学医学部消化器・肝臓内科 中川 勇人（なかがわ はやと）

共催 インサイト・ジャパン合同会社
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イブニングセミナー 4 第 5会場
座長：熊本大学大学院生命科学研究部消化器内科学講座

田中 靖人
テーマ：局所療法と薬物療法による集学的治療
免疫療法時代におけるレンバチニブの位置付け
―LEN-TACE療法のポテンシャルを考える―

演者：国家公務員共済組合連合会虎の門病院肝臓内科
保坂 哲也（ほさか てつや）

LEN-TACE療法を使いこなすための試み，その適応は？
―この 1年間の実践経験を踏まえた考察―

演者：JA北海道厚生連札幌厚生病院消化器内科（肝臓内科）
荒川 智宏（あらかわ ともひろ）

共催 エーザイ株式会社/MSD株式会社

イブニングセミナー 5 第 7会場
座長：久留米大学医学部内科学講座消化器内科部門 古賀 浩徳

新たな免疫複合療法時代の肝細胞癌治療戦略～カボザンチニブの役割と可能性～
演者：武蔵野赤十字病院消化器科 土谷 薫（つちや かおる）

共催 武田薬品工業株式会社

イブニングセミナー 6 第 8会場
座長：北里大学北里研究所病院炎症性腸疾患先進治療センター

日比 紀文
IBD診療における多様な選択肢と不確実性の時代に向けての SDM
～医師と患者のコミュニケーションを通じた最適な治療を目指して～

演者：関西医科大学附属病院消化器肝臓内科 本澤 有介（ほんざわ ゆうすけ）
共催 田辺三菱製薬株式会社育薬本部メディカルアフェアーズ部

イブニングセミナー 7 第 9会場
座長：大阪医科薬科大学第二内科 中村 志郎

テーマ：IBD：蓄積された知見と使用実績から再考するTNF阻害剤の価値
クローン病：リアルワールドデータから紐解くアダリムマブの変わらない価値

演者：札幌東徳洲会病院 IBDセンター 伊藤 貴博（いとう たかひろ）
潰瘍性大腸炎：アダリムマブの価値を最大化する高用量維持療法の実践

演者：京都府立医科大学医療フロンティア展開学・消化器内科
髙木 智久（たかぎ ともひさ）

共催 アッヴィ合同会社/EAファーマ株式会社




